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資料２ 

 

地盤調査を行う際の留意点 

 

 

（１）地盤調査の位置等に関する留意点 

 

①以下を考慮し、地盤調査のための海岸の調査区間を細分化する。 

 a)被災履歴 

 b)微地形区分 

 c)基礎地盤の土層構成及び堤体の土質（既存資料がある場合） 

 d)比高（堤防天端と背後地地盤高との差） 

 e)耐震対策工の有無 

※注）国土交通省「河川堤防の耐震点検マニュアル（平成 28 年 3月）」23)を参考に記載 

 

②地盤調査の細分区間の中で、地盤調査位置を選定する。 

細分区間内であっても、地盤特性は場所によって異なる可能性があるため、 

調査位置の選定にあたっては、以下に留意して複数箇所を選定する。 

・周辺地形（丘陵部の谷や尾根、砂丘や砂州などの形状） 

・過去の地震被害の記録（被害延長等を参考） 

 

 

③地盤調査位置では、堤防法先、堤防天端、裏法尻の合計 3 箇所でボーリングを実

施する。また、用いる解析法の特徴を踏まえ、必要に応じ工学的基盤面までボーリ

ングを実施する。 

 

 ④盛土及び盛土内の地下水位、液状化懸念層などの特性が耐震性能に大きく影響す

ることから、ボーリング箇所では 1m 間隔で標準貫入試験、粒度試験、液性・塑性限

界試験を実施する。 

  また、ボーリングを実施する場合には、地下水位までは無水掘りにより掘削を行

い、初期水位を適切に設定する。 

 

※注）日本道路協会「道路橋示方書・同解説 Ⅴ耐震設計編（平成 24(2012)年 3 月）」20)、 

   国土交通省「河川堤防の耐震点検マニュアル（平成 28 年 3月）」23)を参考に記載 

 
図-5.2.1 地盤調査の位置等に関する留意点 
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（２）地盤調査項目に関する留意点 

１）必須項目（静的・動的照査法共通） 

表-5.2.1 地盤調査における必須項目 

試験名 備考 

標準貫入試験 ・土層分割の設定、N値の設定、工学的基盤面の設定、地下水位の設定に必要 

粒度試験 ・細粒分含有率の設定に必要 

 

２）静的照査法（例：ＡＬＩＤ）28)で重要な項目 

表-5.2.2 静的照査法（例：ＡＬＩＤ）における地盤調査項目 

試験名 
重要度（※注） 

備考 
① ② 

密度試験 △ △ 
・単位体積重量の設定に必要 

・土質名から一般値の設定可 

ＰＳ検層 △ ◎ 
・せん断弾性係数の設定に必要 

・N値で一般値の設定可 

三軸圧縮試験 △ ○ 

・せん断強度特性の設定に必要 

・砂質土・不飽和土は CD（圧密排水）試験、粘性土は CUbar

（圧密非排水）試験 

・N値で一般値の設定可 

繰り返し三軸試験 △ ○ 
・液状化強度比の設定に必要 

・N値、粒度試験から設定可 

繰り返しねじり 

せん断試験 
△ ○ 

・動的変形特性、液状化流動解析段階のパラメータの設定

に必要 

・既往の提案式で設定可 

繰り返し三軸試験後 

の排水測定 
△ ○ 

・過剰間隙水圧消散に伴う体積圧縮特性の設定に必要 

・既往の提案式で設定可 

※注）①：地盤面の設計震度を用いる場合 

②：工学的基盤面の加速度波形から一次元応答解析により、ＦL(液状化抵抗率)を算出する場合 

 

３）動的照査法（例：ＦＬＩＰ）29)で重要な項目 

表-5.2.3 動的照査法（例：ＦＬＩＰ）における地盤調査項目 

試験名 重要度 備考 

密度試験 △ ・単位体積重量の設定に必要 

・土質名から一般値の設定可 

ＰＳ検層 ◎ ・せん断弾性係数、体積弾性係数の設定に必要 

三軸圧縮試験 ○ ・せん断強度特性の設定に必要 

・砂質土・不飽和土は CD（圧密排水）試験、粘性土は CUbar

（圧密非排水）試験 

・N値で一般値の設定可 

一軸圧縮試験 ○ ・粘性土の粘着力の設定に必要 

・N値で一般値の設定可 

繰り返し三軸試験 ◎ ・液状化強度曲線、過剰間隙水圧の上昇プロセス、ひずみ

の発生・増加プロセスを踏まえた液状化パラメータの設

定に必要 

繰り返しねじり 

せん断試験 

○ ・最大減衰定数の設定に必要 

繰り返し三軸試験後 

の排水測定 

○ ・過剰間隙水圧消散に伴う体積圧縮特性の設定に必要(ｶｸ

ﾃﾙｸﾞﾗｽﾓﾃﾞﾙの場合) 
 

◎：解析において重要なパラメータを算定する。 

（重要度） ○：パラメータの算定に必要であるが、一般的な値でも問題は少ない。 

△：他の試験結果等より、一般的な条件下であれば代替が可能。 


